
この度は、エレクトロラックス・ジャパン
（株）製品をお買い上げいただきまして、誠
にありがとうございます。
ご使用の前に、必ずこの「取扱説明書」を
お読みになり、正しくご使用ください。お
読みになった後は、大切に保存してくだ
さい。
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1.安全上のご注意

q

● ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正
しくお使いください。

● ここに示した注意事項は、商品を安全に正しくお使いいただき、あ
なたや他の人々への危害や損害を未然に防止するためのものです。
また、注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するた
めに、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を、
「警告」･「注意」に区分しています。いずれも安全に関する重要な
内容ですので、必ずお守りください。

警告　人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容。

注意　人が傷害を負う可能性および物的損害の発生が想定される内容。

（絵表示の例）

警告・注意を促す内容があることを告げるものです。

禁止の行為であることを告げるものです。
図の中や近くに具体的な禁止内容（左図の場合は「分解禁
止」）が描かれています。

行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです。
図の中や近くに具体的な指示内容（左図の場合は「電源プラ
グをコンセントから抜いてください」）が描かれています。

「必ず実行していただくこと」を表します。

● お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必
ず保管してください。

● 製品を他人に譲渡されるときは、この取扱説明書を必ず添付してください。
●「取扱説明書」に添付してあります、「製品保証書」に販売店の明記
がないものは、保証期間中でも有償修理になる可能性があります。
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分解・改造はしないでください。
修理技術者以外の人は、分解したり修理をしないでくだ
さい。火災･感電･けがの原因となります。修理はお買い
上げの販売店または当社のサービス窓口にご相談くださ
い。（!2ページ参照）

電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無
理に曲げたり、引張ったり、ねじったり、たばねたりし
ないでください。また、重い物を載せたり、挟み込んだ
り、加工したりすると、コードが破損し、火災・感電の
原因になります。

お手入れの際は必ず電源プラグをコンセントから抜いて
ください。
また、ぬれた手で抜き差ししないでください。
感電やけがをすることがあります。

電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し
込みがゆるいときは使用しないでください。
感電・ショート・火災の原因になります。

交流100V以外では使用しないでください。
感電・やけど・けがの原因になります。

お子様だけで使用させないでください。
感電・やけど・けがの原因になります。

本機を水に浸したままで放置しないでください。
感電・ショート・故障の原因になります。

警告

禁止 

水かけ禁止 

コンセントから 
プラグを抜く 

禁止 

禁止 

禁止 



電源プラグを抜くときは、電源コードを持たずに必ず先
端の電源プラグを持って引き抜いてください。
感電やショートして発火することがあります。

長時間ご使用ならないときは、電源プラグをコンセント
から抜いてください。
けがややけど、絶縁劣化による感電・漏電火災の原因に
なります。

水のかかるところや火気の近く、可燃物の近くでは使用
しないでください。
感電・ショート・変形・火災の原因になります。

電源プラグにほこりが付着している場合は、よく拭き
取ってから使用してください。
火災の原因になります。

電源プラグは必ず根元まで差し込んでください。
感電・ショート・発火の原因になります。

注意

プラグを 
持って抜く 

コンセントから 
プラグを抜く 

注意 

e

禁止 

禁止 
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2.各部の名称
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3.ご使用方法
お使いになる前に、梱包材やステッカーは全て外してください。

1. ふたを開け、水を入れます。
水量は、水量窓から確認できます。
ふたをしたままで、注ぎ口からも水を入れられます。

2. コードベースの裏面から電
源コードを出します。

電源コードは全て出した状態でお
使いください。

3. コードベースの上に本体を
置き、電源プラグをコンセ

ントにつなぎます。
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4. オン／オフスイッチで
電源を入れます。

電源ランプが点灯します。
途中でやめたいときは、オ
ン／オフスイッチで電源を
切ってください。
オン（1）　オフ（0）

5. 沸騰すると、自動的に電源が切れます。
電源ランプが消えます。
ふたをしたまま、お湯を注げます。

• 1L の水を入れた場合は、約 6～ 7分で沸騰します。
• ご購入後、最初に沸かしたお湯は、全て捨ててください。
• 空焚き防止機能がはたらいた場合、本体は自動的に一旦冷
やされてから使えるようになります。
（空焚きには注意してください。）
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 使用上のご注意
• 水以外の飲み物や液体等には使わないでください。

• 水量は 0.4 Ｌ未満で使用しないでください。（水量が少な

くなりますと、故障の原因になります。）

• 使用中、本体は熱くなります。取っ手以外の部分に触らな

いでください。

• 水量窓の「max＝ 1.0L」以上の水を入れないでください。

水を入れすぎると沸騰時にあふれ出し、やけどの原因とな

ります。

• 本体は必ず立てて使ってください。

• ふたを開けたまま、電源を入れないでください。

• 電源コードが破損した場合は、サービスセンターに交換を

依頼してください。そのまま使用すると危険です。
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4.お手入れのしかた
< お手入れの前に >
•コンセントから電源プラグを抜いてください。
•本体を充分に冷ましてください。

本　体
柔らかい布で内部と外側を拭いてください。

■湯あかの落としかた

週に一度、湯あかを落とすことをお勧めします。

1. 水と酢（水：酢＝3:1）を入れて、2～ 3回沸
騰させてください。
※「たわし」および「かねたわし」などを使用すると、傷な
どが付き、機能低下または故障の原因になりますのでご
注意願います｡

2. すすいだ後、柔らかい布で拭いてください。

フィルター

1. フィルターを取り外します。
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5.故障かな？と思ったら

次の点をお調べください。

・コンセントに電源プラグが差し込ま

れていますか。

・ブレーカが落ちていませんか。

・スイッチはオンになっていますか。

・空焚きしていませんか。

修理を依頼する前に、次の点をお調べください。

状況

電源ランプが点灯

しない

2. ぬるま湯で洗ったあと、再び取り付けてください。
※製品本体から気になるにおいがする場合は、下記の通りに
掃除をすることをお勧めします｡
①きれいな柔らかい布（タオルなど）で本体を拭きま
す。

②中性洗剤を水によく溶かしたのものを含ませた柔らか
い布で本体を拭きます｡

③きれいな柔らかい布で本体を拭きます。
①～③を数回繰り返し、風通しのよい場所で十分に乾
かしてください｡
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品名　 コードレスケトル

型式　 EKT3022

電源　 AC100V　50/60Hz

消費電力　 1000W

容量　 0.4L ～ 1.0L

外形寸法　 220（幅）×170（奥行）×185（高さ）mm

重量　 0.9Kg

コードの長さ　 0.75m

6.仕　様
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7.アフターサービス

修理を依頼されるとき

1oページの「5. 故障かな？と思ったら」をよくお読みのうえ、も
う一度使用方法をご確認ください。

2それでも異常があるときは、使用を止めてお買い上げ店または当
社サービスセンターまでご連絡ください。

保証について

1このケトルには、保証書がついています。
保証書は販売店にて所定事項を記入してお渡しいたしますので、内
容をよくお読みのうえ大切に保存してください。 　

2保証期間はお買い上げの日から 1年間です。
保証書の記載内容により修理いたします。
（保証期間中でも有料になる場合があります
ので、保証書をよくお読みください。）

3保証期間後の修理対応（有償）
購入店または当社サービスセンターまでご連絡ください。

品名：コードレスケトル

型名：EKT3022

故障の状態（できるだけ詳しく）

ご自分での修理はしないでください。
大変危険です。
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 愛情点検  ●長年ご使用のコードレスケトルは点検を！

●電源コードやプラグが異常に熱くなる。
●容器から水が漏れる。
●本体にさわると時々電気を感じる。
●時々動かないことがある。
●運転中、異常な音がする。
●本体が変形したり異常に熱い。
●こげくさい匂いがする。
●その他異常、故障がある。

こんな症
状はあり
ませんか

使用
中止

故障や事故防止のために、必ず販売店
に点検をご相談ください。

➨

補修用性能部品について

当社は、このケトルの補修用性能部品を製造打切後6年間保有しております。
補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

お問い合わせは

アフターサービスについてわからないことは、お買い上げ店または当
社サービスセンターまでご連絡ください。

エレクトロラックス・ジャパン 株式会社ご相談窓口

〒391-0011　長野県茅野市玉川字原山 11400-1080
サービスセンター（修理・部品注文　受付）
フリーダイヤル：0120-13-7117
TEL：0266-70-1444　FAX：0266-79-4499
営業時間　平日（月～金）：AM9:00 ～ PM5:30
　　　　　土日祝（年末年始）：休日

部品が破損したとき

お買い上げの販売店または当社にお問い合わせのうえ、お買い求めください。
お問い合わせの際には、品名、型名をご連絡ください。
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無料修理規定

1. 取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書きに従った
使用状態で保証期間内に故障した場合には、無料修
理をさせていただきます。
（イ）無料修理をご依頼になる場合には、お買い上げの販売店

にお申しつけください。
（ロ）お買い上げの販売店に無料修理をご依頼にならない場合

には、販売元にご連絡ください。

2. ご転居の場合の修理ご依頼先等は、お買い上げの販
売店または販売元にご相談ください。

3. ご贈答品等で本保証書に記入の販売店で無料修理を
お受けになれない場合には、販売元へご連絡くださ
い。

4. 保証期間内でも次の場合には原則として有料にさせ
ていただきます。
（イ）使用上の誤り及び不当な修理や改造による故障及び損傷。
（ロ）お買い上げ後の取付場所の移設、輸送、落下などによる

故障及び損傷。
（ハ）火災、地震、水害、落雷、その他自然災害及び公害、塩

害、ガス害（硫化ガスなど）、異常電圧などによる故障及
び損傷。

（ニ）車両、船舶等に搭載された場合に生ずる故障及び損傷。
（ホ）本書のご提示がない場合。
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（ヘ）本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入の
ない場合、あるいは字句を書き替えられた場合。

（ト）離島からの送料については運送費のみ負担願います。
（チ）異常電圧およびお客様の不注意による故障等につきまし

ては保証期間中でも、有償修理になる可能性があります
のでご注意願います。

5. 本書は日本国内においてのみ有効です。

6. 本書は再発行いたしませんので大切に保存してくだ
さい。

修理メモ

＊この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無
料修理をお約束するものです。従ってこの保証書によって、
お客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、
保証期間経過後の修理についてご不明の場合は、お買い上げ
の販売店または販売元にお問い合わせください。

＊保証期間経過後の修理や補修用性能部品の保有期間について
は、お買い上げの販売店または販売元にお問い合わせくださ
い。

＊This warranty is valid only in Japan.



◆  製  品  保  証  書  ◆ 持込修理 

本書は、お買い上げの日から下記期間中故障が発生した場合には、 
無料修理規定に基づき無料修理を行うことをお約束するものです。 
詳細は、 ⑬～⑭ ページ の無料修理規定をご参照ください。 

　　　　 　 コードレスケトル  EKT3022

ご住所（〒　　　 -　　　　　） 

お名前 

様 

電話（　　　　　）　　　　　－　 

年　　　月　　　日 

本体お買い上げ日から 1年間 

住所・店名 

電話（　　　　　）　　　　　－　 

※ 

販 
売 
店 

機 種 名  

※ お買い上げ日 

保 証 期 間  

※ 

お 
客 
様 

　 ※印欄に記入のない場合は無効となりますのでご確認ください。 

発売元 

エ レ ク ト ロ ラ 

小物家電事業部 
〒 108-0022
東京都港区海岸 
TEL： 03-5445-3360
FAX： 03-5445-3362

サービスセンター（修理・部品注文　受付） 
フリーダイヤル： 
TEL：0266-70-1444
http://www.electrolux.co.jp

ッ ク ス ・ ジ ャ パ ン株式会社 

3-2-12 安田芝浦第 2ビル 
（代表） 

0120-13-7117
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